
読売ビジネス・フォーラム（北海道）
〒060-8656　北海道札幌市中央区北 4条西 4-1-8
TEL (011)242-3115　FAX (011)241-6621
E-mail: d-ybf@yomiuri.com

読売Biz フォーラム東北
〒980-0811　宮城県仙台市青葉区一番町 2-1-2
NMF 仙台青葉通りビル 5階
TEL (022)224-7177　FAX (022)224-7182

読売・TDBフォーラム北陸
〒933-8543　富山県高岡市下関町 4-5
TEL (0766)26-6825　FAX (0766)26-6814
E-mail: r-ytf@yomiuri.com

読売Biz フォーラム中部
〒460-8470　愛知県名古屋市中区栄 1-2-1
TEL (052)211-0080　FAX (052)211-0081

読売広論セミナー（大阪）
〒530-8551　大阪府大阪市北区野崎町 5番 9号
TEL (06)6366-1527　FAX (06)6361-8606
E-mail: o-koron@yomiuri.com

読売調査研究機構　概要
名 称

所 在 地

設立年月日
設 立 目 的

主 な 事 業

一般社団法人　読売調査研究機構
（英語名 YOMIURI RESEARCH ORGANIZATION）
〒100-8080
東京都千代田区大手町 1-7-1 読売新聞ビル内
2019 年 5月 9日
当法人は、経済、外交、政治、社会、文化、科学などに
関する講演会等を開催して国民の知る権利に応え、会員
相互の研鑽を図るとともに、内外の諸問題・社会事象に
関する調査研究を行うことで、国際的な経済協力や相互
理解の促進に努め、もって民主主義の健全な発展と恒久
的世界平和の確立に寄与することを目的とし、その目的
を達成するため、次の事業を行う。
経済、外交、政治、社会、文化、科学などに関する講演
会等の開催
内外の諸問題・社会事象に関する情報・資料の収集分析、
調査研究、検証、提言
前号にて収集分析、調査研究、検証、提言した内容の情
報発信
内外の諸問題に関する講演会、セミナー、シンポジウム、
国際会議、展示会、報道等への共催、後援、協賛、支援
等
その他当法人の目的を達成するために必要な事業

一般社団法人
読売調査研究機構
理事長

北村 滋

TEL (03)3216-8711
FAX (03)5200-1881
E-mail: ty-kikou@yomiuri.com

　一般社団法人読売調査研究機構は、2019 年に

読売新聞東京本社が中心になって設立した新聞

社系シンクタンクで、セミナー事業と調査研究

事業を手掛けています。

　セミナー事業は、北海道、東北、北陸、中部、

大阪の地方５拠点に、2025 年度からは東京も加

えた計６拠点で、経営者や団体トップらを対象

にした会員制セミナーを展開しています。

　東京のセミナーは、読売新聞社が 1972 年に

創設した「読売国際経済懇話会（YIES）」で、

その運営を当機構が引き継ぎました。YIES は設

立にあたり「国際的視野に立って経済協力の促

進に努め、恒久的世界平和の確立に寄与する」

という崇高な理念を掲げたうえで、国際社会の

現実を直視するテーマを設定し、現職総理や日

銀総裁、外国要人らを招いた講演会を 400 回近

く開催してきました。私は、2022年度から YIES

の理事長を務め、25 年度の運営移管を機に、当

機構の理事長に就任しました。半世紀にわたる

YIES の伝統を守りながら、新たな時代の要請に

応え、日本と世界の未来を皆様とともに考え、

発信する場として、さらなる充実・発展に努め

てまいります。

　地方拠点の講演会でも、政財官界の有力者や、

経済・文化・科学など各分野の有識者を講師に

招き、最新の知見や次代の展望を共有・発信し

てまいります。

　「大手町アカデミア」あるいは「読売Bizフォー

ラム東京」と銘打ち、どなたでも無料で視聴で

きるオンラインセミナーも開催しています。共

催する大学などの研究者が、最新の研究成果を

発表し、当機構の研究員らとの対談や、視聴者

との質疑応答を通して、皆様の知的好奇心に応

えます。読売新聞社の調査研究本部と連携し、

旬なテーマを研究員らが掘り下げたリポートも

お届けします。

　自治体等から受託する報告書作成などの調査

研究事業にも取り組んでいます。

　言論・報道機関である読売新聞社と協力して、

多様な意見が交わされる場を提供し、自らも調

査研究の成果を発信することで、国民の知る権

利に応え、世界の平和と繁栄に貢献したいと考

えています。当機構の展開する事業に是非、ご

期待下さい。

ご 挨 拶 一般社団法人

読売調査研究機構
のご案内

一般社団法人
読売調査研究機構
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読売ビジネス・フォーラム
（北海道）

読売広論セミナー
（大阪）

読売・TDBフォーラム北陸
（帝国データバンク）

読売Biz フォーラム東北

YIES
（読売国際経済懇話会）

読売Biz フォーラム中部

オンラインセミナー
大手町アカデミア

読売Biz フォーラム東京

2026



読売ビジネス・フォーラム
（北海道）

読売広論セミナー
（大阪）

読売・TDBフォーラム
北陸

読売Biz フォーラム
東北

YIES（読売国際経済懇話会）

読売Biz フォーラム
中部

オンラインセミナー　※2025 年度実績（肩書は講演当時）

2026年度の日程と講師予定

2025年度の講演実績（肩書は講演当時）

2025 年度の講演実績（肩書は講演当時）
菰田 正信氏（三井不動産株式会社 代表取締役会長）

地下 誠二氏（株式会社日本政策投資銀行 代表取締役社長）

岸田 文雄氏（衆議院議員 前内閣総理大臣）

柚月 裕子氏（作家）

小和田 哲男氏（歴史学者）
【講演会】
垂 秀夫氏（第 16 代駐中国日本国特命全権大使）
　「習近平中国」をどう理解すればよいか？
伊藤 公平氏（慶應義塾長）
　日本の大学の国際協調－慶應義塾大学を例に
マルクス・ガブリエル氏（哲学者  ボン大学教授）
　権威主義に立ち向かう倫理資本主義 
　　　　　－「入れ子構造」の世界的危機に哲学が求められる理由
ジョージ・グラス氏（駐日米国大使）
　日米同盟の現在と未来

2026年度の日程と講師予定

2025年度の講演実績（肩書は講演当時）

 5 月 12 日　鈴木 健太氏（秋田県知事） 
 7 月 17 日　登坂 絵莉氏（リオデジャネイロ五輪女子レスリング金メダリスト） 
 9 月 7 日　中林 美恵子氏（早稲田大学教授） 
11月 24 日  曽我 貴也氏（日本郵船株式会社代表取締役社長） 

2 月〜3月　会員交流会 

橋本 五郎氏（読売新聞特別編集委貝）

小泉 武夫氏（発酵学者）

松田 文登氏（ヘラルボニー代表取締役共同創業者(Co-CEO))

高橋 由伸氏（元読売巨人軍監督）

内堀 雅雄氏（福島県知事）

2026年度の日程と講師予定

2025年度の講演実績（肩書は講演当時）

 5 月 11 日　梶田 隆章氏（東京大学卓越教授　宇宙線研究所・特別栄誉教授）

 6 月 9 日　高橋 由伸氏（読売新聞スポーツアドバイザー　元読売巨人軍監督）

 7 月10 日　谷内 正太郎氏（富士通フューチャースタディーズ・センター理事長 初代国家安全保障局長・元外務省事務次官）

 9 月 14 日　木内 登英氏（野村総合研究所エグゼクティブ・エコノミスト）

日程調整中　岸田 文雄氏（衆議院議員 元内閣総理大臣）

1 月〜3月　会員交流会 

斎藤 雅樹氏（読売巨人軍 OB)

保阪 正康氏（ノンフィクション作家 評論家）

橋本 五郎氏（読売新聞特別編集委員） ※会員交流会同時開催

増田 寬也氏（株式会社野村総合研究所 顧問）

橘 慶一郎氏（内閣官房副長官 衆議院議員）

瀬古 利彦氏（株式会社ディー・エヌ・エー フェロー）

2026年度の日程と講師予定

2025年度の講演実績（肩書は講演当時）

 5 月 13 日　木内 登英氏（野村総合研究所エグゼクティブ・エコノミスト）

 6 月 11 日　廣瀬 俊朗氏（株式会社HiRAKU代表取締役  元ラグビー日本代表キャプテン）  

 7 月 14 日　三宅 香帆氏（文芸評論家） 

日程調整中　岸田 文雄氏（衆議院議員 元内閣総理大臣）

 2 月 16 日　会員交流会

村井 美樹氏（俳優  タレント）

原 昌宏氏（株式会社デンソーウェーブ エッジプロダクト事業部 主席技師）

垂 秀夫氏（前駐中華人民共和国特命全権大使  立命館大学教授）

小林 鷹之氏（衆議院議員）

会員交流会

2026年度の日程と講師予定

2025年度の講演実績（肩書は講演当時）

 4 月13 日　小林 鷹之氏（衆議院議員　自由民主党政務調査会長）

 6 月 2 日　新井 紀子氏（国立情報学研究所 社会共有知研究センター長・教授）

10 月 2 日 岸本 葉子氏（エッセイスト） 
11 月18日　冨田 浩司氏（前駐米大使） 
 2 月　4日　黒田 東彦氏（前日銀総裁） 

宮地 純氏   （カルティエ ジャパン プレジデント＆ CEO)

土井 隆雄氏（宇宙飛行士）

翁 百合氏   （株式会社日本総合研究所 シニアフェロー）

岸田 文雄氏（衆議院議員  元内閣総理大臣）

垂 秀夫氏 （前駐中華人民共和国特命全権大使  立命館大学教授）

特別回）イバイ アメストイ氏（株式会社アクティブゲーミングメディア代表取締役）

　　　堂目 卓生氏（大阪大学総長補佐　社会ソリューションイニシアティブ長）　
　　　栗本 智代氏（大阪ガスネットワーク株式会社エネルギー・文化研究所主席研究員） 

HOKKAIDO

TOKYO

HOKURIKU
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TOHOKU

読売新聞社が1972年に設立。
50年以上の歴史の中で、400回近い講演会を重ねてきました。
歴代首相や日銀総裁、財界トップ、海外要人を講師に迎え、
時代の転換点で政策「発信」の舞台となっています。

科学と社会を架橋する～ニホンウナギの資源管理を対象とした科学アセスメントのすゝめ
石井 敦氏（東北大学東北アジア研究センター 准教授）×安田 幸一（読売新聞東京本社　編集局次長）

人間文化研究機構×大手町アカデミア
江戸時代の本棚～蔵書が語る知の形成・共有・継承
工藤 航平氏（国立歴史民俗博物館 准教授）×植田 滋（読売新聞東京本社 調査研究本部研究員）

書物の「かたち」を読む ―日本が経験しなかったメディア転換とデジタル時代―
入口 敦志氏（国文学研究資料館 教授・副館長）×待田 晋哉（読売新聞東京本社 編集局文化部次長）

国際日本文化研究センター×読売Bizフォーラム東京
緯度観測所初代所長・木村栄（ひさし）の挑戦
馬場 幸栄氏（国際日本文化研究センター・人間文化研究創発センター 特任准教授）×本間 希樹氏（国立天文台水沢 VLBI 観測所長・教授）

小さな島々・パラオと創る持続可能な未来
安井 眞奈美氏（国際日本文化研究センター 教授）×三田 貴氏（京都産業大学 国際関係学部教授）

中央大学×大手町アカデミア
激変する世界と監査の将来～不正と対峙する公認会計士
川端 千暁氏（中央大学 商学部助教）×高橋 徹（読売新聞東京本社 調査研究本部主任研究員）

あらためて養育費不払い問題を考える～民法・民事執行法改正がどのようなインパクトをもたらすのか？
遠藤 研一郎氏（中央大学 法学部教授・学部長）×冷水 登紀代氏（中央大学 法学部教授）×秦 公正氏（中央大学 法学部教授）

デジタルプラットフォームの法規制～検索エンジン市場独占とスマホソフトウェア競争促進法
中島 美香氏（中央大学　国際情報学部教授）×小林 泰明（読売新聞東京本社 編集局経済部記者）

東北大学東北アジア研究センター×大手町アカデミア

原 晋氏

中林 美恵子氏

鈴木 健太氏

谷内 正太郎氏

梶田 隆章氏

小林 鷹之氏

岸本 葉子氏

✖

✖

✖

✖

新聞社系シンクタンクとしての強みを活かして
政策や事業を第三者的に検証・評価する報告書を作成します

丁寧なヒアリングと効果的な調査で全体像を正確に把握し、第三者の立場で中立・公平な評価を示すことで、信頼度
の高い報告書を作ります

事実に基づく深い考察、多角的な視点による分析を基に、次代に引き継ぐ知見と教訓を抽出し、現実的かつ建設的な
提言につなげます

分かりやすい文章にビジュアルな図表やデータを織り交ぜ、一般の方にも読みやすい報告書に仕上げます

読売調査研究機構の研究員は、全員が第一線の新聞記者として取材経験を重ねており、事実を見極める力、価値判断
する力を備えています

新聞社との間にファイアーウォールを設けて報道部門からのアクセスを遮断し、取得した情報は調査研究事業のみに
使います

調査研究
廣瀬 俊朗氏

三宅 香帆氏

片山 さつき氏

 5 月 29 日　原 晋氏（青山学院大学 陸上競技部監督）

 7 月 24 日　翁 百合氏（株式会社日本総合研究所 シニアフェロー）

日程調整中 片山 さつき氏（財務大臣　内閣府特命担当大臣（金融）  租税特別措置・補助金見直し担当）

10 月 8日　原 昌宏氏（株式会社デンソーウェーブ エッジプロダクト事業部 主席技師）

日程調整中　秋葉 剛男氏（元国家安全保障局長）


